
第 3 回 運営推進会議議事録
平成 30 年 9 月 18 日作成

開催日 平成 30 年 9 月 18 日
時間 ～
開催場所

会議主旨説明

利用者状況 30 年 9 月現在

○利用者数 合計 71 名 男性 32 名 女性 39 名

○認定度内訳 ○平均年齢 歳
事業対象者 1 名 性別内訳 男性 歳
要支援１ 49 名 女性 歳
要支援２ 8 名
要介護１ 10 名
要介護２ 1 名
要介護３ 1 名
要介護４ 名
要介護５ 1 名

○日別利用状況 定員数 10 名

月曜日 午前 9 名 午後 名
火曜日 午前 9 名 午後 名
水曜日 午前 9 名 午後 名
木曜日 午前 10 名 午後 名
金曜日 午前 7 名 午後 名
土曜日 休み 休み
日曜日 休み 休み

事業所概要

○ご利用対象者

○利用できる時間帯
午前 9 時～ 12:10 迄 休日
午後 13:50 時～ 17:00 迄

年末年始
○サービスの特徴

8
7
10
9
10

介護保険の認定を受けている方が対象になります。要支援から要介護の方を利用対象となります。

土、日曜日

　弊社デイサービスは、利用者様の運動不足解消と他者との交流の場を主体的に提供して
おります。特に、高齢になられる事で、身体的な問題から外出がする事が困難な方が多く見
受けられます。弊社デイサービスを通して、定期的にご利用を頂き、機能訓練（運動）を意
欲的に行っていただく事で、健康予防に繋がるサービスを提供させて頂いております。

17:00 18:00
リハビリデイサービスうるおす仙台事業所内

リハビリデイサービスうるおす仙台では、平成２８年４月より、小規模型デイサービスから地
域密着型通所介護に移行致しました。システムの変更に伴い、事業所として運営推進会議
を設ける事が義務付けられております。この度ご参加頂きました構成員の方々へ、弊社デ
イサービスとして、どのように運営しているのかを説明をさせて頂きます。今後、地域に開か
れたデイサービスを目指してまいりますので、この度は忌憚ないご意見を頂戴頂けますよ
う、お願い致します。



○サービス内容（基本的な流れ）
午前時間 午後時間
８：３０～ １３：１５～ ご自宅訪問、事業所まで送迎
９：００～ １３：４５～ 健康管理（血圧測定、問診）
９：３０～ １４：１５～ 集団体操
１０：００～ １４：４５～ マシントレーニング
１１：００～ １５：４５～ 個別トレーニング
１１：３０～ １６：１５～ 他者との交流時間（おやつ等交えて）
１２：１５～ １７：００～ ご自宅まで送迎

○個別トレーニングとは

職員状況

管理者 1 名 （資格　 ）
生活相談員 1 名 （資格　 　　　介護福祉士　　　）
機能訓練指導員 1 名 （資格　 ）
介護職員 1 名 （資格　 ）
看護職員 名 （資格　 ）

苦情相談、事故件数（直近６ヶ月）

○苦情相談件数 0 件
寄せられた苦情相談内容

○事故件数 1 件
事故内容

○利用者様ご家族様のご意見・ご要望

○地域代表者様のご意見・ご要望

○市職員様、地域包括支援センター様のご意見・ご要望

S・T様に出席して頂く。うるおすに来はじめたときは、介護3だったが、今では介護1となり体調が良く
なった。体力測定の意義、老化に対してどの体力測定項目に着目すべきか、どのマシンにより力を
入れて行なうべきか、会議に参加して勉強になった。と言われる。

町内会長のS・T様に出席して頂く。うるおすのスタッフは若いので、ご利用者様と話が合わないので
は？ご利用者様に年齢が近いスタッフもいたほうがいいのではないか。というご意見を頂く。また、送
迎中に事故にあったらどうするか？保険に入っているだろうけど金の問題だけじゃないから、気をつ
けるようにと言われる。

介護福祉士

柔道整復師
栄養士

Ｈ30年2月5日にうるおす玄関先で、転倒事故が発生しました。靴を脱ごうと椅子から立ち上がった際
に足に力が入らず、後方へ転倒してしまい、胸椎第8圧迫骨折と診断されました。事故要因は、先週
から疲労や腰痛が見られており、当日も疲労していることを念頭に置き、フォローすべきでした。事故
以降は、その日の身体状況を確認し、異変に気づいたスタッフは必ず全員に共有し、業務にあたる
ようにしています。

利用開始に合わせて、利用者個別に必要となるトレーニング内容（機能訓練計画書）を定
めます。下肢の筋力や歩行、上肢の動作などに不安をお持ちの方に、必要なトレーニング
メニューを定め、運動を進めて頂きます。



小松島地域包括支援センターのS・M様に出席して頂く。うるおすでの事故について事故要因を考え
ているのはすごい。丁寧にやっているから安心ね。との意見を頂く。また、大学との研究結果をぜひ
知りたい。こういった取り組みやうるおすのことを地域の人に知ってもらう為に、コミュニティセンター
の祭りに来てピーアールしてみては？とアドバスを頂く。


